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研修内容

1.はじめに

2.自動記録機能 (IEモード)

3.自動記録機能(エミュレーションモード)

4.画像識別機能(画像マッチング)

5. ライブラリの活用（Excelファイル操作）

6.教育研修のご案内

①指定したセルの値を取得し、業務システム画面に入力する
②行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する
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1.はじめに
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RPAが得意とする業務例 活用事例

情報が電子化・整理されているもの Excelファイルのデータをコピーし、業務システムの入力欄にペーストする。

定常的に発生するもの
（大量の反復操作が伴うもの）

毎日、一定のタイミングでシステム画面のボタンをクリックして処理を実行する。

処理方針や判断ルールが明確なもの メールの内容を確認し、決められた条件により、それぞれのシステムに登録する。

Excelシートからデータをコピーする。 業務システムの入力欄にペーストする。

データ分繰り返す

作業結果を確認する。

Excel ペースト
Excel

自動化後のイメージ

「Robotic Process Automation」の略語で、主にホワイトカラーの業務を人間に代わりロボッ
トが処理することで作業を自動化する取り組みのことを指します。
RPAを導入している多くの企業は作業時間の短縮とコストの削減に成功しています。

Excelシートからデータをコピーする。 業務システムの入力欄にペーストする。

データ分繰り返す

Excel ペースト

自動化前のイメージ

ダブルチェックを行う。

操作ミスにより
手戻り発生

RPAとは

「RPA」とは
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WinActor導入前後のイメージ

WinActorとは

「WinActor」とは

2010年にNTTグループで研究開発された、Windows端末向けの純国産RPAソリューションです。
WinActorは、人が行っている作業の手順をフローチャート図で表現することで自動化します。
このフローチャート形式で手順化したものを「シナリオ」と呼びます。
プログラミング知識のないユーザでも直感的に操作を行うことができます。
WinActorは、人間の作業をただ代替するのでなく、「人間と寄り添い、互いに成長する関係を構
築するRPA」を目指しています。
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WinActorには「記録」「編集」「実行」の3つの機能があります。
これらを繰り返しながら、シナリオを作成していきます。
また作成したシナリオは、ファイルとして保存することが可能です。

・記録＝ユーザが行った操作をシナリオとして記録します。
・編集＝シナリオの順序や繰り返し回数、実行条件などの設定や、処理の追加・削除を行います。
・実行＝シナリオに沿って自動操作を行います。

WinActorに備わる３つの機能

主な３つの機能

記録

実行 編集

シナリオ作成
サイクル

保存
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シナリオ実行インターフェース

WinActorでは、以下4つのインターフェースを利用し、シナリオを作成します。

※自動記録とは、ユーザーが行ったマウス・キーボード操作を記録する機能のことです。

インターフェース 特徴

UI識別型 自動記録を行います。記録対象のアプリケーションごとに4つのモードが用意されています。

画像識別型 指定した画像を操作対象画面から探し出し、同じ画像が見つかったらクリック等の操作を行います。

座標指定型 自動記録を行います。「エミュレーションモード」を使用し、マウス操作の位置、キーボードを押下した順序
を記録します。幅広いアプリケーションに対応しています。

ファイル向け Excel・csvファイルの値を取得したり、Excel・csvファイルへ転記する作業で使用します。

IE画面

Visual Basic、
Visual Studio
などで作成された
アプリケーション

Office

Java Flash
OSコマンド、
メインフレーム
／エミュレータ

PDF Text

Excel
csv

画像識別型
（画像マッチング）

座標指定型
（エミュレーションモード）

ファイル向け
（Excel／csv）

Chrome画面

UI識別型
（IEモード/イベントモード/

Chromeモード/Firefoxモード）

IE、Chrome、 Firefox
以外のブラウザ画面

Firefox画面
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WinActorの初回起動時は、以下のような画面構成となっています
初期起動画面

画面構成

番号 名称

① メニューバー

② ツールバー

③ パレットエリア

④ シナリオ編集エリア

⑤ 機能編集エリア

⑥ ステータスバー

2

1

6

5

3

4
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シナリオファイルの保存・読み込み操作、シナリオの実行・編集・記録を指示します。
ここでは、シナリオの実行・記録に関わる機能を紹介します。

ツールバー

ツールバー

番号 名称 機能

① シナリオ実行ボタン シナリオを実行します。

② ステップ実行ボタン シナリオをステップ実行します。 ※ノード・ライブラリを１つずつ実行します。

③ 一時停止ボタン 実行中のシナリオを一時停止します。

④ 停止ボタン 実行中のシナリオを停止します。また、シナリオのエラー発生時には「一時停止」状態となり、シナリ
オの編集や実行が行えなくなるため、その場合もこのボタンで停止します。

⑤ 速度調整 シナリオの実行速度を調整します。「+0」は待機時間なしで実行します。各ノードが実行される前
に待機が実施されます。数値が増加するごとに0.1秒ずつ待機時間が増加します。

⑥ 記録ボタン シナリオの記録を開始します。
記録対象のアプリケーションを選択すると有効になり、自動的に記録モードが選択されますが右側
の▼（記録モード選択メニュー）で他の記録モードに変更することもできます。
※選択記録対象アプリケーションの種類によって選択できない記録モードがあります。

⑦ 記録停止ボタン シナリオの記録を終了します。

⑧ 記録対象アプリケー
ション選択ボタン

記録対象となるアプリケーションを選択します。

1 2 3 5 64 87
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パレットエリア・シナリオ編集エリア

フローチャート画面

番号 名称 説明

① パレットエリア 「ノード」、「ライブラリ」、「お気に入り」のタブを切り替えて表示します。
シナリオ作成に使用する機能（部品）が格納されています。

② シナリオ切り替えタブ 現在の操作対象のシナリオを切り替えます。

③ フローチャートツールバー シナリオの実行、編集、記録の操作に関するアイコンが表示されています。

④ フローチャートタブ 現在フローチャートで使用しているタブを切り替えて表示します。

⑤ フローチャート表示エリア シナリオをフローチャート図で表示する領域となり、シナリオを編集することができるエリアです。

⑥ ノード検索エリア フローチャート表示エリアのノードを検索します。

1
2

3

5

6

4
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「メニューバー」>「ファイル」>「新規作成（シナリオ）」は、新しいシナリオを作成するときに選択します。
フローチャート画面の現在読み込まれているシナリオや作成中のシナリオとは別のタブに、新しいシナリオ
が追加され、機能編集エリアの「変数一覧」タブ画面、「データ一覧」タブ画面等が初期状態になります。
シナリオは複数開くことができます。

新規作成(シナリオ)について

補足①

新規作成方法

①「メニューバー」>「ファイル」>「新規作成」>「新規作成(シナリ
オ)」を選択します。※シナリオ切り替えタブにある［＋］ボタンをクリックして
も、同じように新しいシナリオを追加することができます。

②シナリオ切り替えタブの新しいタブに新しいシナリオが
追加されます。

③タブをクリックすることで、表示するシナリオを切り替えることが
できます。

④シナリオ切り替えタブ右端の をクリックして、
リストから選択することもできます。

ｃ
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WinActor の言語環境を日本語と英語から選択することができます。
メニューやタブなどの表示言語が切り替わります。
※既に配置済のシナリオやノードの表示言語は変わりません。

表示言語について

補足②

切り替え方法

①「メニューバー」>「表示」>「言語」>「英語」を選択します。
※デフォルト（製品出荷時）では、「日本語」が設定されています。

②「日本語」から「英語」に切り替わります。
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①「メニューバー」>「ツール」>「オプション」を選択します。 ②「オプション」画面の「記録」タブに切り替え、
「変数を自動生成する」のチェックを外します。
「OK」で「オプション」画面を閉じます。

「変数を自動生成する」について

初期設定

WinActorでは、取得した値や作業結果などを「変数」に格納します。
デフォルト（製品出荷時）では、「変数を自動生成する」という設定がされており、操作の自動記
録時に変数名を自動的に決定し、ノードを作成します。
（※任意でない名前の「変数」が作成されます。）
本設定を解除することで、意図しないタイミングで変数が作成されなくなるため、変数の管理が容易
になります。また、分かりやすい変数名をつけることでシナリオの修正効率向上にもつながります。

設定解除方法
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WinActorで自動化する業務について

Excel(csv)ファイルに記載された情報をもとに
チュートリアル画面にカテゴリと商品名を登録する業務

① ②

③
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使用ファイル「商品登録.csv」の作成

 今回使用するcsvファイルを作成します。
➀Excelファイルの新規Bookを作成し、以下のように値とシート名を入力します。
➁csv形式にし、「商品登録.csv」というファイル名で任意のフォルダに保存します。

➀ ➁
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2.自動記録機能(IEモード)
チュートリアルに商品名とカテゴリを登録する
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2.自動記録機能(IEモード)

右図のような警告が表示された場合は、
「ブロックされているコンテンツを許可(A)」を
クリックします。

今回は、「チュートリアル.html」画面を使用し、IEモードでIE画面を操作するシナリオ
を作成します。
カテゴリのプルダウンリストから「パソコン」を選択し、商品名に「タブレット」と入力後、
登録ボタンをクリックするという操作を、自動記録でシナリオ化します。

デスクトップに、
・WinActor（新規作成画面）
・チュートリアル.html
を準備します。
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シナリオの記録方法

2.自動記録機能(IEモード)
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① ②

③ ④

初めに以下の手順で記録対象の画面を指定します。

①「ツールバー」の「記録対象アプリケーション選択」ボタンをクリックします。
②マウスポインタの形状が「 」に変わります。
③ 「チュートリアル」画面をクリックします。
④ 「記録」ボタンが赤色に変わり、「ステータスバー」に「IE:チュートリアル-Internet Explorer」
と表示され、記録開始の準備が完了します。

2.自動記録機能(IEモード)
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⑤ ⑥

⑦ ⑧

次の手順でプルダウンリストの操作を記録します。

⑤「ツールバー」の「記録」ボタンをクリックします。
⑥「ステータスバー」に「記録中」と表示されていることを確認します。
⑦「チュートリアル」画面の「カテゴリ」から「パソコン」を選択します。
⑧操作が「フローチャート表示エリア」に記録されます。

2.自動記録機能(IEモード)
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⑨ ⑩

次の手順でテキスト入力欄への文字入力の操作を記録します。

⑨「チュートリアル」画面の「商品名」に文字列「タブレット」を入力します。
入力完了後 、カーソルを移動させるために「Tab」キーを押してください。

⑩操作が「フローチャート表示エリア」に記録されます。

2.自動記録機能(IEモード)
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⑪ ⑫

次の手順でボタンクリックの操作を記録します。

⑪「チュートリアル」画面の「登録」ボタンをクリックします。
⑫操作が「フローチャート表示エリア」に記録されます。

2.自動記録機能(IEモード)
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⑬ ⑭

次の手順で記録を停止します。

⑬「ツールバー」の「記録停止」ボタンをクリックします。
⑭「ステータスバー」に「編集中」と表示されていることを確認します。

2.自動記録機能(IEモード)
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記録したシナリオの実行方法

2.自動記録機能(IEモード)
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①

次の手順でシナリオの実行準備をします。

①「グループ」を「シナリオ」の「開始」と「終了」の間の領域へドラッグ＆ドロップします。
「グループ」のタイトルバー上にマウスを合わせ、「シナリオ」の領域にドラッグ＆ドロップします。
操作のポイントは、マウスポインタを領域へ合わせドロップすることです。

2.自動記録機能(IEモード)
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②

2.自動記録機能(IEモード)

次の手順でシナリオの実行準備をします。

②「チュートリアル」画面上で「F5」キーを押します。
（もしくは右クリックし、ショートカットメニューの「最新の情報に更新」を選択します。）
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③ ④

次の手順で記録した自動操作シナリオを実行します。

③「ツールバー」の「シナリオ実行」ボタンをクリックします。
④記録時に行った操作と同じ操作が実行されます。

2.自動記録機能(IEモード)
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記録したシナリオの編集方法

2.自動記録機能(IEモード)



© 2020 NTT DATA Corporation 29

① ②

次の手順でシナリオの編集を行います。

①「シナリオ」の「リスト選択（IE）」を選択しダブルクリックします。
②「プロパティ」画面上の「選択内容」を「値⇒パソコン」から「値⇒家電」へ書き換えます。

2.自動記録機能(IEモード)
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③ ④

次の手順で編集したシナリオを実行します。

③「ツールバー」の「シナリオ実行」ボタンをクリックします。
④編集した通り「カテゴリ：家電」が選択されます。
このように「シナリオ」を編集するには対象のノードの「プロパティ」画面を編集します。

2.自動記録機能(IEモード)
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3.自動記録機能
(エミュレーションモード)

エミュレーションモードで
ショートカットキー操作を自動記録する
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エミュレーションモードはマウスをクリックした位置、キーボードを操作した順序を記録します。
OfficeアプリケーションやIE以外のブラウザ画面操作等、IEモードやイベントモードで記録でき
ない場合にも使います。

本編では、「チュートリアル.html」画面を使用し、エミュレーションモードでIE画面を操作する
シナリオを作成します。
キーボードショートカットでIE画面を初期化する操作を自動記録でシナリオ化します。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)



© 2020 NTT DATA Corporation 33

以下の手順で記録対象の画面を指定します。

①「ツールバー」の「記録対象アプリケーション選択」ボタンをクリックします。
②マウスポインタの形状が「 」に変わります。
③ 「チュートリアル」画面をクリックします。
④ 「記録」ボタンが赤色に変わり、「ステータスバー」に「IE:チュートリアル-Internet Explorer」
と表示されます。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)

① ②

③ ④
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⑤ ⑥

⑦ ⑧

次の手順で記録モードをエミュレーションに変更し記録を開始します。

⑤「記録」ボタンの右にある▼をクリックしてプルダウンリストを表示します。
⑥プルダウンリストから「エミュレーション」を選択します。
⑦「ステータスバー」に「エミュレーション:チュートリアル-Internet Explorer 」と表示されていること
を確認します。

⑧「ツールバー」の「記録」ボタンをクリックします。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)
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⑨

エミュレーションの記録を開始すると、記録操作画面が表示されます。記録対象の
「チュートリアル」画面は緑色の枠が表示されます。

⑨「操作中の待機時間も記録する」からチェックを外します。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)
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⑩ ⑪

次の手順でチュートリアル画面のキーボード操作を記録します。

⑩「チュートリアル画面」のタイトルバ―付近をクリックします。
⑪「F5」キーを押下

3.自動記録機能(エミュレーションモード)
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⑫ ⑬

次の手順で記録を停止します。

⑫「記録操作」画面の「アクション化後停止」ボタンをクリックします。
⑬作成されたシナリオが「フローチャート表示エリア」に表示されます。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)
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⑭

次の手順でシナリオ実行の準備をします。

⑭「エミュレーション」の入った「グループ」を「 IEモード」で作成した「シナリオ」の上に
ドラッグ&ドロップします。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)



© 2020 NTT DATA Corporation 39

⑮ ⑯

次の手順でシナリオを実行します。

⑮「ツールバー」の「シナリオ実行」ボタンをクリックします。
⑯キーボード操作を再現することによって、「チュートリアル」画面で初期化が行われた後、
登録作業が行われます。

3.自動記録機能(エミュレーションモード)
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4.画像識別機能(画像マッチング)
ボタンを画像識別させ、クリックする
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画像マッチングは、対象となるアプリケーションの画面と、指定した画像のマッチングを
行い、その結果を取得します。

また、マッチングが成立した場合、その箇所や指定した箇所に対しクリック等のマウス
操作を行うことが出来る機能です。

今回は、「チュートリアル.html」画面を使用し、画像マッチングでIE画面を操作する
シナリオを作成します。
「登録」ボタンをクリックする、という操作をシナリオ化します。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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① ②

4.画像識別機能(画像マッチング)

次の手順でノード「画像マッチング」を配置します。

①「シナリオ」内の「クリック（IE）」を「シナリオ」の枠外に出します。
②「ノード」パレット>「アクション」フォルダ> 「画像マッチング」を「文字列設定（IE）」の下の
領域にドラッグ&ドロップします。
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③ ④

次の手順で「画像マッチング」の「プロパティ」画面を開きます。

③「シナリオ」内の「画像マッチング」をダブルクリックします。
④「画像マッチング」の「プロパティ」画面が表示されます。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑤ ⑥

次の手順で、対象となるアプリケーションウィンドウを指定します。

⑤「プロパティ」画面の「ウィンドウ識別名」の「ターゲット選択」ボタンをクリックします。
⑥「チュートリアル」画面のタイトルバー付近をクリックします。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑦

対象となるアプリケーションウィンドウ名を確認します。

⑦「プロパティ」画面の「ウィンドウ識別名」に「Menu画面-Internet Explorer」と
取り込まれていること確認してください。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑧ ⑨

次の手順で、対象となるアプリケーションウィンドウのイメージ画像を指定します。

⑧「プロパティ」画面「イメージ画像」の「ターゲット選択」ボタンをクリックします。
⑨「チュートリアル」画面のタイトルバーをクリックします。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑩

対象となるアプリケーションウィンドウを確認します。

⑩「プロパティ」画面の「イメージ画像」に「チュートリアル-Internet Explorer」と
取り込まれていること確認してください。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑪ ⑫

⑬ ⑭

「プロパティ」画面でクリックする箇所を指定します。

⑪「マッチング画像」ボタンをクリックします。(デフォルトで選択されています。)
⑫画面キャプチャした画像の中からマッチングを行う画像の範囲を指定します。
⑬「マウス操作位置」ボタンをクリックします。
⑭画面キャプチャの「登録」ボタンの上でクリックします。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑮ ⑯

「プロパティ」画面で範囲指定した画像の場所をクリックする設定を行います。

⑮「アクション」から「左ボタンクリック」を選択します。
⑯「更新」ボタンをクリックします。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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⑰ ⑱

次の手順でシナリオを実行します。

⑰「ツールバー」の「シナリオ実行」ボタンをクリックします。
⑱「登録」ボタンがクリックされ、「登録結果」が記録されます。

4.画像識別機能(画像マッチング)
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5. ライブラリの活用
（ Excelファイル操作）

①指定セルの値を取得し、画面に入力する
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5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

商品登録.csvを使用します。

セル「A2」「B2」の値を取得し、変数に格納する

「リスト選択(IE)」、「文字列設定(IE)」に変数を引き渡し

チュートリアルの「カテゴリ」と「商品名」欄へ反映させる
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5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

番号 名称 機能

① 変数一覧ツールバー
「変数一覧」画面を操作するアイコンが配置されます。
※実行版では表示されません。

② 変数表示エリア 変数の値が表示されます。

①

②

「メニューバー」> 「表示」 >「変数一覧」を選択して画面を表示します。
「変数一覧」画面で変数を管理します。
「変数一覧」画面で確認し、変数の初期値をあらかじめ入力しておくことができます。
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①

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

次の手順でライブラリ「Excel操作（値の取得２）」を配置します。

①「ライブラリ」パレット>「18_Excel関連」 >「Excel操作（値の取得２）」を
「リスト選択（IE）」の上の領域にドラッグ＆ドロップします。
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②

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

CSVファイルの「A2」セルのデータを読み取る操作を設定します。

②「Excel操作（値の取得２）」の「プロパティ」画面を開き、以下の設定をします。

ファイル名 ：「商品登録.csv」のフルパス

シート名 ：商品登録

セル(行) ：【行】

セル(列) ：A

取得方法 :「value」のまま

格納先変数 ：【カテゴリ】

フルパス（絶対パス）の設定について

方法１
①フルパスを取得したいファイルの上で、「Shift」キーを押しな
がら、右クリックします。
②メニューから「パスのコピー（A）」*をクリックします。
③WinActorのプロパティの対象箇所に貼り付けます。
④貼り付けた文字（パス）の前後にある「"」を削除します。
方法２
➀ファイルを「ファイル名」欄にドラッグ&ドロップします。
※この操作により操作対象のファイルを設定することができます。
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5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

【補足】「変数名もしくは値を選択」について

「変数名もしくは値を選択」

①文字列を固定値としてそのまま設定する場合は
『値⇒』の先にその内容を入力します。

②『*』（アスタリスク）を選んで入力した場合は
変数（後述）になります。

①

②
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変数とはデータを一時的に記憶しておくための領域に任意の名前をつけたものです。
変数に格納されている値を使用して、値を設定したり、演算などに何度も使用することが
できます。
変数の中は1つのデータしか保持することができず、新しいデータが格納されると、
前のデータは上書きされます。

※変数には、任意の名前を付けることができます。

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

変数「商品名」

デジタルカメラ

DVDプレイヤー

液晶テレビ

ノートPC

タブレットPC

「商品名」の値

変数「カテゴリ」

パソコン

カメラ

家電

家電

パソコン

「カテゴリ」の値
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③

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

変数登録の確認画面を閉じます。

③ 「はい」ボタンをクリックし、確認画面を閉じます。
※既に登録済みの場合、確認画面は表示されません。
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④

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

変数一覧の変数【行】に初期値を設定します。

④【行】の初期値に「2」を入力します。
（今回読み取りたい行数が2行目のため）
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⑤

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

リスト選択（IE）の設定をします。

⑤「プロパティ」画面を開き「選択内容」をプルダウンリストから「カテゴリ」に変更します。
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⑥

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

次の手順でライブラリ「Excel操作（値の取得２）」を配置します。

⑥ 「ライブラリ」パレット>「18_Excel関連」 >「Excel操作（値の取得２）」を
「リスト選択（IE）」の上の領域にドラッグ＆ドロップします。
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⑦

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

CSVファイルの「B2」セルのデータを読み取る操作を設定します。

⑦「Excel操作（値の取得２）」の「プロパティ」画面を開き、以下の設定をします。

ファイル名 ：「商品登録.csv」のフルパス

シート名 ：商品登録

セル(行) ：【行】

セル(列) ：B

取得方法 :「value」のまま

格納先変数 ：【商品名】
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⑧

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

変数登録の確認画面を閉じます。

⑧ 「はい」ボタンをクリックし、確認画面を閉じます。
※既に登録済みの場合、確認画面は表示されません。
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⑨

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する

文字列設定（IE）の設定をします。

⑨「プロパティ」画面を開き「設定値」をプルダウンリストから「商品名」に変更します。
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⑩ ⑪

次の手順で「シナリオ」を実行します。

⑩「ツールバー」の「シナリオ実行」ボタンをクリックします。
⑪「登録」ボタンがクリックされ、「登録結果」が記録されます。

5.1. 指定セルの値を取得し、画面に入力する
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5. ライブラリの活用
（ Excelファイル操作）

②行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する
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【繰り返し】とは・・・
設定した条件を満たしている間、
指定した動作を繰り返し行う処理です。
WinActorでは、繰り返しの処理を使用しなくても
シナリオは作成できますが、作成・修正に膨大な時間
を必要とします。

【カウンタ変数】とは・・・
繰り返し処理にはカウンタ変数とよばれる
変数が必要です。
カウンタ変数は処理を何回実行するか、
または実行したかを数えるような用途で使います。
繰り返し処理に用いる変数という意味で
「カウンタ変数」とよぶだけで普通の変数と同じです。

※ノード「カウントアップ」のプロパティで「加算値」を設定することによりカウンタ変数の値を増やすことができます。

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する
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① ②

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順でノード「繰り返し」を配置します。

①「Excel操作（値の取得２）」 の入った「グループ」を、「シナリオ」の枠外に出し「ノード」パレット
>「フロー」フォルダ>「繰り返し」を「シナリオ」内「グループ」の下の領域にドラッグ&ドロップします。

②枠外に出した 「グループ」を「繰り返し」の中の領域にドラッグ&ドロップします。
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③

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順で繰り返しのプロパティを表示します。

③「繰り返し」の「プロパティ」画面を開きます。
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5.2.分岐と繰り返しを組み合わせて値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順で繰り返しの回数を設定します。
④「回数」のラジオボタンをクリックします。
⑤プルダウンリストから「値⇒」を選択後、「7」を入力します。(今回は7回繰り返し登録作業を行う)

④ ⑤
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⑥

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順でノード「カウントアップ」を配置します。
⑥「ノード」パレット>「変数」フォルダ >「カウントアップ」を「画像マッチング」の下に
ドラッグ＆ドロップします。
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⑦ ⑧

⑨

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順でノード「カウントアップ」の「プロパティ」を設定します。

⑦「カウントアップ」の「プロパティ」を開きます。
⑧計算結果はプルダウンリストから【行】を選択します。
⑨加算値は「１」のままにします。

(【行】の値を1ずつ加算していきます)
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⑥

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順でライブラリ「ウィンドウを閉じる」を配置します。
⑥「ライブラリ」パレット>「11_ウィンドウ関連」フォルダ >「ウィンドウを閉じる」を繰り返しグルー
プの下にドラッグ＆ドロップします。
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⑦

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する

次の手順でライブラリ「ウィンドウを閉じる」の「プロパティ」を設定します。

⑦ 「ウィンドウを閉じる」の「プロパティ」画面を開き、「ターゲット選択」ボタンをクリックし、
「商品登録.csv」ファイルを選択します。設定完了後、「更新」をクリックします。
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⑧ ⑨

次の手順で「シナリオ」を実行します。

⑧ 「ツールバー」の「シナリオ実行」ボタンをクリックします。
⑨ファイル「商品登録.csv」のデータをデータ件数分転記し終えたら、シナリオが自動的に終了します。

5.2.行ごとに値を取得し、画面に繰り返し入力する
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６. 教育研修のご案内
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教育体系図

レベル

INPUT OUTPUT

知識
（eラーニング）

実践
（ハンズオン研修）

実務
資格（技術レベルを知る）

RPA技術者検定

アドバンス

ベーシック

イントロダ
クトリー

プロフェッショナル
（検討中）

エキスパート

アソシエイト

RPA
入門講座

これで解決！
シナリオ
作成講座

「よくある操作編」
~逆引き用~

初級研修

中級研修 エキスパート
検定対策本

上級研修

RPA 初心者
WinActorの機能について
概要レベルを知っている

RPA 実務者
業務手順のシナリオ化や、
エラー発生時における
シナリオ修正を行う

RPA 管理者
RPAを管理し、

企画、推進、運用等を担う

RPA 初級者
WinActorの機能を理解し、
簡単なシナリオの作成を行う

シナリオ作成(基礎)編

RPA基礎編1

シナリオ導入(基礎)編

シナリオ作成(応用)編

RPA基礎編2

シナリオ導入(応用)編

: 運用中

<凡例>

: リニューアル

: 新設
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レベル別研修のご案内

コース 初級 中級 上級

対象者

WinActorに初めて触れる
方

基本操作および簡単なシ
ナリオ作成が出来る方

WinActorのシナリオ開発
を管理したいと考えている
方

内容

基本的な機能の説明とと
もに、簡単なシナリオ作成
を通じて使い方の理解を深
めます。

実践的な例題によるシナリ
オ作成・講師による解説を
通じ、効果的なシナリオ作
成を実現するための知識を
養います。

シナリオ開発までの流れを
分析・開発・計画・保守の
４つのポイントに分けて解
説し、RPA管理者として
RPAを管理し、企画、推
進、運用等を担えるように
する。

時間 7時間×1日 7時間×2日 7時間×1日

レベルに沿った研修をご用意しております。
■研修実施機関

初級・中級・上級 （https://cobotpia.com/gym/learn/index.html）

https://cobotpia.com/gym/learn/index.html
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ｅラーニングのご案内１ ーNTTデータ「公式」eラーニングー

自主学習用としてeラーニングもご用意しております。
■コンテンツ提供機関
・NTTデータ（https://winactor.com/e_learning/ntt-official/）
・Web完結トライアル（https://winactor.com/web_trial_inquiry/）

※現在Web完結トライアルをお申込みいただくと、簡易版を無料でご受講いただけます。

■特徴
・シナリオ作成者養成研修に比べ約1.5～2倍のコンテンツボリューム
・WinActor ver.6、ver.7に完全対応
・PCの他スマートフォンでも視聴可能
■視聴期間
・60日間 ※WinActorのトライアルライセンスも利用可能

レベル 講座名 目的

ベーシック

G1（RPA基礎編1）
RPAを作成するうえで必要なIT基礎知識（分岐、繰返し、変数、サ
ブルーチン、フローチャート）の習得及びWinActorの主な使用方法
の理解

G2（シナリオ作成（基礎）編）
シナリオを作成する上で必要となるノード、ライブラリにおける主な機能
の理解

G3（シナリオ導入（基礎）編）
自動化対象業務に対して、自動化を行った場合に期待される効果と
開発費用を比較し、効果を分析。

ベーシックセット講座 ベーシック3種のeラーニング講座をセット割引にて販売しております。

https://winactor.com/e_learning/ntt-official/
https://winactor.com/web_trial_inquiry/
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RPA技術者検定

WinActorの資格試験にチャレンジ！
各自のスキルアピールや明確な目標設定としてお役立てください。
■RPA技術者検定サイト（http://watest.jp/index.html）

※以下執筆時点の情報のため、詳しくはＲＰＡ技術者検定サイトをご確認ください

レベル アソシエイト エキスパート

目的 「WinActor」により業務の自動化に取り組むユーザーや、「WinActor」を提供する側の技術者等の評価

対象者
 「WinActor」の基本が身についており、独力で複雑なシナリオを

構築できる方

 「WinActor」に関する深い知識を有し、シナリオ構築において何か

障害があったとしても、別の手段により構築できる方

試験形式 CBT※注3多肢選択式 選択式＋実技試験

出題数 50問 選択式問題30問＋実技試験問題3問

試験時間 60分 120分

受験資格 特になし 特になし

受験料 7,150円/回（税込） 27,500円/回（税込）

試験会場 全国150箇所
札幌・仙台・東京・名古屋・

大阪・広島・福岡

試験頻度 随時 4回/年

合格基準
 原則として、正答率7割以上を合格。

 ただし、問題の難易度等により変動する場合あり。

 原則として、正答率6割以上を合格。

 ただし、問題の難易度等により変動する場合あり。（第9回時点）

http://watest.jp/index.html
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ユーザーフォーラム（URL：https://winactor.com/questions/）は、ユー
ザー同士で質問し回答を得たり、RPAに関する情報や話題を交換したりすることで、
お互いの知識やノウハウを共有することを目的としたコミュニケーションサイトです。また、
過去の質問や回答を参照することで、問題解決や、知識を深めることに役立ちます。

ユーザーフォーラムのご案内１

https://winactor.com/questions/
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ユーザーフォーラムのご案内２

過去の質問の参照は誰でも自由に行えますが、アカウントを登録することで
質問の投稿や「サークル」機能等の様々な機能を利用することができます。

アカウントは次ページ以降の方法で、簡単に登録することができます。
是非ご活用ください！

アカウントを登録することで
各機能が利用可能になります。
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ユーザーフォーラムのご案内３ ーアカウントを登録するー

（1）https://winactor.com/questions/にアクセスします。
（2）「ログイン/登録」をクリックします。
（3）表示された画面内の「新規会員登録」をクリックします。

「ログイン/登録」クリック後に、
「新規会員登録」をクリック

https://winactor.com/questions/
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ユーザーフォーラムのご案内４ ーアカウントを登録するー

（4）「ログイン情報・プロフィールの登録」の各項目を入力し、
「登録を完了」をクリックします。
※全てのサービスを利用するには、全項目の入力が必要です。

各項目入力後に
「登録を完了」をクリック

「ログインID」は
ログイン時に使用するIDのため、
他のユーザーが使用しているIDは登録できません。
また、「ニックネーム」以外の項目は
他のユーザーには公開されません。
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ユーザーフォーラムのご案内５ ーアカウントを登録するー

（5）登録後、暫くするとアカウント有効化メールが送付されるので、
リンクをクリックして「有効化」をクリックします。
※72時間以内にアカウントを有効化されない場合は、
再度アカウント登録が必要となります。

メール本文内のリンクをクリック

「有効化」をクリック

アカウント登録が完了した旨の
メッセージが表示される
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ユーザーフォーラムのご案内６ ーユーザーフォーラムにログインするー

（1）https://winactor.com/questions/にアクセスします。
（2）「ログイン/登録」をクリックします。
（3）画面内の「ユーザー名またはメールアドレス」、「パスワード」と表示された文字

（下図であれば「 」 ⇒けしみさ）を入力し、「ログイン」をクリックします。
※ここで入力する「ユーザー名」とはアカウント作成時に登録した「ログインID」
のことです。

「ユーザー名またはメールアドレス」と
「パスワード」、表示された文字を入力

「ログイン/登録」クリック

「ログイン」をクリック

https://winactor.com/questions/
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ユーザーフォーラムのご案内７ ーユーザーフォーラムにログインするー

（4）ログインに成功すると、マイメニューが表示されます。

詳細な利用方法につきましては、ユーザーフォーラムTOP画面にあります
「ご利用方法」から、ユーザーフォーラム利用手順書をご参照ください。
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ユーザーフォーラムのご案内８ ーFAQー

No. Question Answer

1 PWを忘れてログインできなくなり
ました。初期化する方法を知り
たいです。

次の手順で初期化することができます。
①ユーザーフォーラムのTOP画面で「ログイン/登録」をクリック
②表示された画面内の「パスワードをお忘れの方」をクリック
③ユーザー名またはメールアドレスを入力し、
「新しいパスワードを取得」をクリック
④暫くすると登録してあるメールアドレス宛にパスワード初期化メールが
届くのでリンクをクリック後、新しいパスワードを設定

2 アカウントがロックされました。
どうすれば良いでしょうか。

暫くお待ちいただければ解除されます。
大変お手数ですが、時間をおいてからログインをお願いします。
※セキュリティ上、解除時間は非開示とさせていただきます。

3 「回答」と「コメント」はどのように
使い分ければ良いですか。

次のように使い分けて頂けると幸いです。
回答・・・「投稿した質問」に対して、何かしらの「回答」を行う際に使用
コメント・・・「投稿した質問」や「回答」に対して、補足説明、確認、

お礼を伝える際に使用
※「コメント」なので、内容が「回答」である必要はありません。

4 正しい情報を入力しているはず
ですが、ログインができません。
どうすれば良いでしょうか。

正しい情報を入力しているにも関わらずログインができない場合、
キャッシュ・Cookieが影響している可能性が考えられます。
一度ブラウザのキャッシュ・Cookieを削除してログインをお試しください。
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